






































































第 2部 {ζ統的都心市街地における伝統的国境保全 序
?
????? ? ? ?







7ft .1 ti 傾斜地における集落長銀保全とコミュニティ
ー京都市西京医灰谷地区の長制限全の事例から ー



















ト3 環境管理システムとコミ A ニテ f


























































































































































3-ト2 オープンスペースの空1:日時 ~ìを ・ 刊 m 機能の変容




















































































































( 1 ) 人口動態と I川?情成
(2) 住宅
5-.i・2 民{主環境評価





( 1 ) 活動実態
(2) コミュニティ活動への評価
5-4-4 長犀と路地の環境とコミュニティ























































































































































































































































































































































































































































































































































































































わる古文書からかつてのコミュニティの活動をあきらかにしたc 聞き取りの対象はM. S 

















































どのようなレベルと関わっているかを、聞き取りデ ター に加えて、区有文書の I人足帳4


























































































のl 民家間取りの変遷についてーJ r 日本ill築学会近畿支部研究報告知 ・ ~H覇系J p. 56 
9、1987年
"前向1) 

























下、広坦内)!1英虫 2組、 3組、旧制1m(以下、神田) a~rf!1i組、 5 キn 、 6 組として i1f
編成8れ、新生 r~XHP Jとして今後の!tf;高jfむが期待さ叫る。
c)地形条('1:(r電]2-1-2)
美里地区は、 fjf川沿いにひるけた問(~)tl! mの一向をなし、開Jt を阿部町と境を分かつ l~






























































































































































ある。石市が近 iせiÎÎj 平で飛躍的に増大しているが、治水~~による PI 地の安定とともに、
近世、I~ばには低(Îl段丘町における水田の開発が完了したことがJlJlrlであろう。また園部藩
々政史料によると 4H1t品として綿が紹介されており z) 、また rl~Hl制 rlJ a)には等級のつ
いた日l、制1のほか菜畑が地白としてあげられており、これら日i'Ilf立斤!日の.tIJHと関係があ
るかも知れな L、。このほか、雀部、神田にはまとまった村行文需はのっこっていないが、

































~m地区の ill物の総数は 241棟で、その用途別内.J~は、 r ~ l.:F.U 51棟、 「離れJ34棟、
「磁J24除、 「納尾・物置J58棟、 「作業比~J 12脱、 「その他J61悼であったo (たたし
~以の用途か Hlなっている場合はそれぞれ別々にH:t1)その分市状況を示したものが図2・
3・1、2-3・2である。
現地における凋資項目は「建物用途J、 r it実年代」のほか、 ili物の外彩を決める要~~
(以下「フレーム j と呼ぶ〉、フレームのなかに組み込まれる~~み( rエレメントJ)、
そして、他物の色に関する要素(r色彩J)に!日!して制並立をおこなった。調査細目は次の
とおりである。
IフレームJ r構造」、 「階数j、r ，J，~ 山形式 j 、
. rエレメント j r壁形式J、 「区間被限付 |、 「庇被rH1J、 「町材料」
-25 -
「建具J
. r色彩.J r毘恨色彩」、 f庇色彩」 、 「木部」、 「虫色彩J
























主屋は51bI!あり、それらの地l~別棟数は étz部 8 棟、広垣内 1~ 側、7t11 m29械となっている 。
当地区の主停は元来全てがいわゆる「くずや型Jの民家であった。たとえば、明治17年
の fi.t家台帳J (広垣内区有文書)によると、規慌の大小こそあれ、広垣内の「本家」
(五度)18隙すべてが ri:H J (くずや)であった。
「フレームjをてがかりに、主犀の形式を分期すると、 「くずや一平原型(便宜上タイ
プiとする)J、 「入母屋一つし 2陪型(タイプ2)J、 f入母照一本 21階型〈タイプ3)J 
、 f切主 本21柄引(タイプ4) Jにわけられる。これらの ぺつの型を年代別にプロット
したものが友2-2-~ である。その結果、 「江戸昨代」、 「明治1~T 代」ではタイプ i 、 「大正、
-26 骨

















っている。 r離れ」の「フレームjとしては r2階+入母屋Jと、 r 2階+切妻」の 2形
態が顕著である。次に r1階+切妻j、 「中 21靖+切実Jの2形態も見られるが、 「離れj
の外観形態は大別してこの4形態に契約される。また切姿屋根が全体の53%を占めること
も注目される。 笠形態は「真壁+土壁のみJと「大控+その他」の 2形態がよくみられ




械は 2~練あり、それらの地域別棟数は雀部 5 棟、広垣内 6 棟、神田 13 棟となっている。






























. l型… fニワJに対して主震しか面していないもの 1 2 'f
・2型…「ニワJを主屋と他の建物が直角に囲むものo 1 7 j軒
・日型…「ニワJを主屋と他が対面して囲むもの。 4軒
・3型…「ニワJを主屋と付属屋2棟が阻むもの … J 3軒
・4型…「ニワJを主屋を含み四方で臨むもの。 …I軒
これらを地域別に示したものが図2ート20である。この表から地域別に傾向があることが
分かる。すなわち雀部でl;t3型が目立って多く、広垣内(府道沿い)では i型、 2型、 3





























































































































































































































































































































































































































































































































































・目的 :将来にわたって優良な農用地を保全すると[oJO与に、!Jlm m l1!!の計画的な整備
をjfiめ、もって位村環境の総合的な整備の推進さ世ること。
・1体:仰|えば、地権者からなる土地利用組合




























fV 併 ijîj の梨搭の臼治組織には 、 区長(筏郎、広壇内、仲間各 1 何)、~業委員(各 l 名)
の他、 J11毘や川排水路の維持管理、ゲート間作を1f!コするJt摺委n(符 1名)、道路、提
防の保守、民道の砂利敗、草刈等を担当する上水安1.1(各 2"'"3 f，)、寺(西光寺)総代



















































「中組j、 「西組Jo 3組に分かれる。また、通称としてそれぞれ「うえんじよ」、 「し














































特定の機能を持つ組織としては先の「育英会」と「消防団」、 「六斎念仏保存会J (glj 
項で述べる)が挙げられる。この「消防団」は八木町で組織されているものである。すな
わち八木町を束、雨、西、北と神吉地区の 5つに分けたうちの丙地区第ぺ部にあたるもの










































































































つくることができるという。しかし 、水11'減献がなくなり、水 ' 1 1 到 f~ の必要性がなくなる
と、この技術も途絶えることになるだろう。位付公閣におかれるべき水車の更新を、ある
年度ごと(5 年ごとか?)に行うことによって、伝統ある技術を継iì( していきた ~\o また
技術の継承のための組織づくりをはかりたl、。





“永井規男f摂丹型民家の形成についてJ?日本建築学会論文報告集 251~:;-J ‘昭初 52年
・】関剖;町立図書館巌、京都府文化財保護基金箱 r京都の社寺建築乙1.111 ・北~・ 1甘丹縄J t一部
紹介されている。昭如55年














地利用の体系を有している。第 3li、公共 ・民間の団地開発〈公開 ・公営 ・公社による公
的団地開発および開発許可等による民間団地開発等〉による周辺市街地形成である。 r団

























































































































































































































このことと後に述べる琵琶湖疎水の建設が、 11科全織に大きな彰惇を及ぼした。明治 25 



































て、 乙の工 !I~ も行っている。明治23年に第 l 疏水が完成し、明治25~には京都疏水分水、
四ノ宮分7)<.が完成している。 この山科運河の通水によって、 音羽 ・大塚 ・大宅・東野各地





















































































































































































































































































































































































A 2は宅地への転用である。 A2 1 はまずm却!に開墾されてから、宅地に造成される場
合である。この地区では、戦前、 委主地を聞いて田畑にしたが、条('1ーが:Mlく田畑としても質
が惑かった。このため、開発がはじまると良っ先に宅地化されていく。乱開発の初期によ
くみられた転用の形態であり、 10戸-30戸程度の小規模開発が巾心であった。八 22 
も実質的には A2 1と変わらない。ただ、これは開発許可制度の行点をつく形で、結果的
に1000m'を越える開発でありながら、それ以下の開発にみせかけるために、小規模な開発





A 3 1;1商撮施段への転用であるが、これは幹線道路沿いの部分によくみられる。 A3 1 
は鞍中の食何不足の時代に開笠された後に、幹線道路運設に伴い商~随設となったもので













































































































































































































ー 76- ? ，?? ?
この辺りの土居は現在ら断続的に残っている。西宗寺の西側にも南北に走る土居があった

















































































































































































































































































































































































































































































若竹奉賛会の役目は総勢220名で、地~ナ体の85% にあたるおよそ 980 位帯がこの会に加






































各陣は rtj営の~貸住をで、 A ， B， C， 0， E， r， Gの各様Ij公社の分譲住宅である。
C， 0掠の東側iこ安祥寺中学校が、 E. r， G棟の*側に山階小学校が位置し、そのあい
だに地区公園である山科中央公園がある。児市公園は 6つあり、今照敷公園が最大である。




学区li団地を*西に 2分している道路によって分けられ、 1，2， 3， A， 8棟が西野
学区に、 C，0， E， F， G棟が山階学区に属する。 1.2， 3械はそれぞれの棟がひと

















































































































































































































































































































け並木昭夫編『新時代の都市政策3 都市整備~ p. 39 


































































































調査は、字治市 ・減陽市 ・八幡市 ・久御山町 ・田辺町 ・井出町 ・宇治田原町 ・山械町・





































































「出民間風土記jをひ もとくと樹木の茂るところを 「社 J r神社Jと記すところがある。
これらは古代の人々が慢なる樹林を神社や杜と見なしていたことを示す。
槌:ι 「社Jの義は、耕作神を意味するものが少なくなったが、 rr.JtLJが「二十五家九
UJとしるすように同体や組織を意味することもあった"。聖なる樹林を もり j と呼び、
これに l社jや「神社jをあてたもの、いわれあってのことだろう。







































































































































4年(690) とみなして rm戸 1m市lは持統合{こ於ける村落制(50戸 l到制はかくて大3frlt 
令になってでてくるもので、改新沼の50戸 l虫制は後世のものによってRn3己した)と想定
する一方で、 近江湖東平野に お ける実地~-rtを通して、 30戸 l 里の計画集村と考えうる 'J~
例を示したものである。東太郡大宝村10虫(現栗東町)、日i生郡続山村7盟(現、長浜村)






















































よる、 「段こき神jを頂点、に「村毎在社 をヒエラルキ γ シaに阿梅し、農耕祭詑を司る
村議首長を行政末端に位置づけようとした対I~氏制度も当然消滅することになったが、それ
にかわって、占代的伝統を受け継ぐ庄困問主は、新たに「庄間以':).(11 Jを村々に持ち込み、








:多良の神々の入京市nの際に、 「月は笠行る 八幡は陥品く いぎ花等は荒田開かんJ
171 の ~ûlv J~ るように、農民たちが八憾など、同 (i (lllを組組した析しい仰を推載し、個々の
地点を払えた大きな連動として、路次の人々をとらえながら郎へ向かっていったことは、
地ノJのし地NIのi世界の墜を大きく破ったことは、析しい悦仰の宗教観が生育してきたこと





































































































































山城町 ・平尾の訂l出宮 (54)のある棚白には、 9つの宮庄が残っている。このうち、女
性の庄である神来日?を降、いて、他の 8~は大きく 2 つのグループにわかれる。つまり、古

















































子による絡が組まれる場合もあった。宇治市 ・小倉の巨椋神社(7 )では文化6年(1 8 


























































































































































































































































































かに 4例である。)また bIの4社のうち八幡市 ・内里の内神社 (28) と田辺町 ・草内の
咋問神社 (42)に遊座の伝承があることにも興味が引かれる。
-山麓型集落 ;前節 B









の場合は集落から望める場所でないこともある((37)、 ( 39)、 (80)など)。この事
実は、神社立地が古来水利と深く結びついていたことを示すものだろう。
-盆地型、山地型 ;i両節 C、D

































































一間性と三間社が大多数を占めており、二間社 ・五間社 ・九間社 ・十一間社が少数現存す




























































































































































































































































































































































































なL、。聞き取りにおいても、規模 ・組織・ 運営方法についても実にさま 5まである。宇治
市の瓜判'H(5)の例のよう に氏子市jを否定している判リU:もある。



















































































































































































































"直木孝次郎 f森と社と宮Jr難波宮祉の研究 2J 1958年
ー H6-
川上田正昭「古代の祭杷と儀礼Jr岩波講座日本歴史 古代 1.11975年






































































































































































この瓦 k取場では実際に瓦上がとられ，すでに別府年間には rJ_ rix跡大分荒候J引とい
う状配であった。また元禄水帳前舎に「瓦轍之袈mニm巾間外!Ii， (I~ hi政之{控訴不及中上，
Jtl i I~{敷ニ而も一切縮取lIJHl]般」とあり . この地民の特民な性格がわかる。
『延JiT.rJx難波丸網目J(1748)によると，雨瓦尿町{舎の御瓦師として f1i.日町寺嶋藤右持i
pr] 瓦焼竃三拾余瓦師=三十軒余(30年後の安永版では廿四軒)Jとあり ，1，'i u[iの毘般を中心
に I[師が史住し， 竃写の作業場もあった。同町のほか.占くは rft~度問j (1679)によると




ある 10)0 r地図 1には間北の御被筋，菩安筋か太jt!として揃かれているが.1fS郎通は谷町
筋にi生していない。すでに南瓦屋町と生駒町大道(現在の空掘述)にもnr京がたっている。






























て.御番所へ?i御断ィ:巾上候Jと主張したが， r nr.1i地にでも三郷町の I'~J として届け出





















































































































































































































































































































































































































































































































































































































































具体的にはa)行き詰まり型路地(1 )一直線型、 b)行き詰まり型路地(2 )ー屈折型、


















































































































































































































































































に 5 軒 illてが l 棟、慌には 8 軒建て l 棟・ 6 軒il.\て i 敏 ・ 4~也て 1 ，*の :1吋 4 様であった。
牧市iの長庄の面影を践すらのは北並びに 4 軒、西蛇ぴに l 軒、また茨1~1廷に 3軒である。






















































































































































































































































































































































































































路地の両側の雨水用の側溝は、セメントで仕上げられている。溝の幅lま約 20 c mで、
前述の巾央の水路に流れ込むのである。
-井戸と共同水道 以前は井戸が2つあった。 1つは(B)棟と (C)棟の聞の路地












































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































.， ;: ・ 人 r1J緒~、大阪市史、第 4 巻














2 ， )すでに 『安永版難波メL網目』に南瓦鹿町の製蝋業者が見える。
22)大阪市京都市神戸市名古屋市商工業者資産録(1904.)
23) r人~興信録』 、 『大阪人名辞書』、 『大大阪発達史』の比較
2・2たとえば、西賑町では、明治27 年の下水道整備に当たり、 1r~J り下水に手を加えただ
けで、 工事を完了したが、東賑町では、既存水路とは別に下水道をつくらねばならなかっ
た。


















































近世初期に町割りが1]'われた大阪とちがい 、 ぶ郎は 、 その「町J 共同体か自 ~t l't.J に形成
されていったのと同服、 「町」空間も 、 平安 j~の街区形態が再掲されて形成注れた日豊臣
禿古による天正の洛中険地は、地子免除、新しい役負担の設定を目的にFiわれた叫が、京
都における町空間の担問には、規制市街地の実測を行わねばならなかった。乙の~~悩は江





























































































「下京四需組J(諏.Jj1l旧政)、 「下京十番組J (設問小学佼所司法文帯)、 下京十二号
制J (/1<怯小学校所磁文書)、 「上京三十一番組J (京都府総合資料館所語文書)の 4点
が知られる。これらの絵図はほぼ同ーの記載内容をもち、はじめて京都の全域で同ーの慌
式で町絵以lが作成されたことになる。
明治2. 3 'Lf:という i時j聞はは明治政府にとって、右半ポのIj波乱によって荒廃した市中の復

































































図である。汗幡町は、同"Ut に jill る西石垣通に面する町で、IlIrの東側を鴨川、西側をi~・J瀬川
)¥流れるo 4{.) i.fl U1T は、 1十1~tlζ通る西木屋町通に面する附で、 j収を市博lí川がながれる。この



























2 階也がほとんどであり、ト~~の高さがだいた L 、 6. 5... 8. 町家は 3r明也も少しあるものの、ロドlJil; 両氏の所論iこしたトアップした可能fl!:ら否定できたいが、本研究では、高尚政夫、
5mの範囲で揃っている。また、京都の通りの幅日は、小路の場合的6.5m前後のところか多これは、近世の町家の焼段、形態が町単位で検討できる資料としては、唯一治宝っておく。
D/H=1.3 (D: よ勺て、く、一方、町京の 2階軒高は平均すれば約5mぐらいである。のものである。
日本的なヒューマンスケールを形成しれ:建物の外壁の高さ〉程度となり、街路の陶工i、図トト31立太子山町の宅地~IJの変遷をおったものである。明初段!併では、東頬では 20 、西
ている。頬では 19の宅地があり、間口軒教は平均 2 間 3 尺 6 寸、設大は商煩耐よりに所在した銭~
オミリユ「ムの抑制には水平方向の分節 biF.要である。町家はn[Jが狭く、一軒あまた、次郎右衛門j与地で7問4尺3す6分、、また 2間半に満たないて地は t7 i荘で全体のH%
これを逸脱するものはほとんどない。財政的に住かな家は大きたり平均 5mぐらいであり、また、泊券に記された家庵教の購入年月か主居住期間をみると、平均 50 をしめていた。




























高wr化係数'"t (建物間口長×その建物の階数) .; 
高弱化係数とは上式で長される係数で、通りの単位長さあたりの也物の平均階数を意味し


























(7)中心町家との位置関係 (イ)外部空間 (ウ)情造 (エ)階数 (0用途
とする。
このような六内町にあるa-1の町家をおのおの中心として、 t2のli箪群が考えられる。





















































































































































































i1:物の階教をみると、:¥-I a街区は 1-J 2 !常連てが60僚、 3....5階建てが3~~であり、 6 階
也て以上の起物!ま 1械もな L、。また、 A-Ib街区は 1....2階建てが12棟、 3-5階建てが15
棋、 6階建て以上は 1隙らない。また、構造をみると、 A-la街区は木造53棟、者坂建築7棟、
















































































































c) c街区:C-L C-Z. C-3. C-4 
C-l . C-2・C-3街区には非常に大きな空地〈駐市場〉があり、特にC-l・C-3街区の西洞院









d) D街区 :D-1. 0-2. 0-3.0-4 


































































(上彰ぶ)、 T治中洛外図J (舟木本:)、 f抵園祭礼図j (出光美術館蔵〉には、現在み














































































































































































































































































































































































わかる。鰹山町の町家は、 4長屋とハナレをも っている。表屋は 21培法てであり、 2階は祭
礼l乙特に利用されないか、 1l'併は緊急時のLI飾りの搬入場所となる。また、卑別械は i階



























次{こ rJf肱~ r，~ について考察してみる。 D手風?誌について、平成 2 ~r皮 (1991) 、平成 3 年度(1 










































































































































'/iLの勃発により、山J~~路行は中間rð れていた。しかし、明応 9 年 (1500) 6J1、札前の48



























































































































































あった。地紙 h~i霊的には「片側町j から街路を差し侠む「両側町 d へと変容し、自治組議





































































































日と Cとは同じような傾向の減少だが、 1990年現在の人口数 100人をu郁として分額し、
町内居住者が比較的多く桟っている傾向にあるとしてあえて 3ヶ町を Cタイプとした。 A
. B . Cタイプの町の人口は1960年をおよそのピークとして徐々に減少を続けており、近
年でもその勢いは弱まっていない。戦後における各町の人口数 ・世帯数の惟移と現在のマ
ンション様数を表9・5・lに示す。ここ 5年間あるいは10年間で人口の哨加している町は (A
タイプで0人から l人へ増加した函谷鉾町を除けば) 0タイプの 11ヶ町である。これが総
体的な人口減少の傾向!を上回るかどうかであるが、山鉾町全35ヶ町の総人口は戦後1760年

















元日月倫学区を伊i にとると、 15議未満の人口の総人口に対する比引は 1980年の 1~. 9%から19






































































































組織の町内会であると思われるが、それそ・札の l~f聞における r1hj矧織の機姥につ いて は次立
以降で分析を行なうとして、本節では各組織の大まかな活動と組織情成とを関税し、両者
の機構的出l辿による山鉾町の顕型化を試みたい。
この分断は、 1991年 1月下旬より 3月上旬にかけて各山鉾町の代表者に対してとりおこ
なったヒアリングによるデータに基づくらのである。ヒアリングでは、 ζの2随1貢の社会




























































































て、図6-5・2のような 4タイプに蹟型化できる。 Iは両者の構成範開がほぼ同じもの、 ra 
. Ibは-Jj/)i他者を内包しているもの(姥柳町は町内会員の一部により祭礼運営が行な
われているとみなし日 bとする〉、 国は共j湿の構成員以外は両者が互いに分縦しているも



















積極的参加要;"型には、函谷鉾町・長万鉾Plrなど、タイプ na . mの町が多L、。月鉾町な















































































































































































































































































①タイプ l→ na 
夜間人口の減少などにより町内自治組織の日常的勤が京jilし、 RfTコミュニティを維持し
ていくために、祭礼運営という機能を保っていくことに重点がiそかれている。





































































































































































































































































































































































の路地を通り法けると奥には会所の一階序散と土蔵があり 、乙の昨悦!1、 「節目菅J iおざ
しきjなど ζ 呼ばれ、役行者山田?の三十畳、担山町の二十査などかなり広いらのもある。
この役行者山町の会所は、特に葛械会館と呼ばれている。






































































































































1) I 大阪市史 史料編3J所収、 1932年
2) rI~悶市史 2・史料編近世 1J 1964年
第 I巻」所収、 197-1年川?大甑府市令集
り小川保 F近世京都における間尺改悟-' r 日本建築の特n~ 所収、 1988年
ω小川保「天神山町Jr目本都市史入門 2 空間』所収1991年














17)彰海哲也 町組とlIif.J :，窃情康夫、六m伸之編 T日本都市史入門
ー!86-
n 町」東京大学出
版会 1990年、、竹原憲二「近日f京都のmfと川人l:1.5結成夫、 Jf川(1ft之錨 rEJポ 部r!iY! 
人r"1m 人J.!J.!京大学出版会 1G90i~ 
川京郎市編 rJ~t 1mの歴史 第 Iをよ京tislIi史編宿所 191<1年
l' )林hf辰三郎、川町符生「恨凶ifAのl烹史J
&1 ?r~J 筑 j望者M ‘1976年
:祇除H史編算委員会、 1氏 I吋~t.l IJ本辿合会編 ，'n氏
~ 0)京都大学工1f寸官il築史研究宇編 r祇r.aj~主 IU舛町会所.tn築の関内報 ;tf一本文福一 J ! 97 5年
2 けよ Ul ti~一「以 r，g!liにおける町内会のfU7tf;と変動J:行的信彦、時版 学ほか編 f町内会
の研究』御茶の*i~fW 1989~ド
22)秋山間三、 731f脱夫「祭を文えた人々 :低昆i祭掲t委員会、 t氏関祭山鉾述合会編 祇
間 rr~~ 筑摩占f;} 1 976年
23) Ii¥ n秀一編 f白来天山』財問法人白荒天山保存会 1976年
2・7持直樹前!日許
2川例えば百足J.，.{町の町会所では l階はfrl葉子!苫が使用しているか、 2 r.培!ま炉ちょうやJと
と上ぷ床のついた 12畳とそ呼んで集会に利用する。 2f晴平面は、1<側に P けいこば」
の説iこ E ぎょうじだまり l とよぶ6:1'1がある。
2・22戸山町が内紛で町家を;たったときにinH地を借りて建てたふ必2階建てそル Jレ喰り




























shawarの北西約~ Skm、州第 2 の都市であるマルダーン ~ardanの北西約 15kmの小fti い丘陵上
に立地する。この地は古代のガンダーラの悶域のほぼ申心にあたる。
-:39 -








いる。しかしこの説法イギリス人アボ y ト ~botl将軍によ勺て否定された。ァ .y， ;~トはその
~，tt (1852)のけ1で、ラジャパラの峨はククティ=パヒではなく、ノグランNo?r且Jlのラニ







ます、それぞれの活情を200分の lで実，1[1)し、クリノメー ター で}j(，'[を測定した。また一
部のil情併については平板で夫[at)した。実測したjilf'Wの敬は137であった。その段、各尼tR
にらうけた 7カ所の_M噂点から、光j皮剥fl!，，&で測 iê をお乙ない、 jjH~分布図を作成した。
間任期!liJは1988年1月14日から21日であった。調査には報告長のほか、丹羽佑ー〈香川














































あり、 i 3 塔の ~rtJとよばれている。併にはストウ .'J コの技飾がよく段り、その版式から
主t苔院まわりではらゥとも新しい塔であろとかんがえられる a









. ~U己恨 1 東西の降線からやや下ったところに3つの法台が築かれ、 その上に{自民がた
つ。中央尾限からの道は頂上をとおらず、 fr{t妻この一昨に通じている。尾恨の中胞にはjg


































































































































































下位集団に別れるけ 3 。どの下位柴田も、 )~jJ]の初先か主別れたとされ、理論的には互いに
つながっている。ただ、パクトゥン社会におけるこうした集団は、非常lこ随雑である。ヘ
ルのなかには、」部の部旗より規模が大きい場合もあるし、親.!flfHとの関係が江くなって
いる均合もある。さらに、 I [削緑 i的にI!工い集団が地域的にまとま勺て定住しているわけ
でもな L、。リッジウェイは、彼らの伝J5~ 1:の祖先であるカイスKais(あるいはアブドル ・
ラシドAbdu1 Rash id) からの系統図を作成しているが、この~緯な関係が整Jl~されている
とは言いがたい 2・)0 A. S. アハマトA.S.Ahamadは、プリテヤードや、シャリンスらの民




























































J 11で述べていろ。カロヱ 2.'や 1) ;J ジウェイ 2・3の記銭は、パクトゥン民旋誌として、 Jく
ヲ1mされでいるが、ほとんどの紀述が部併の系諮と、ifJ武の民としての民肢の紹介に終始
































































県スワビ県の l.r;~ nt~ スワビ l行からブネール県の~，ttisダッカ!)vDuggarまでのパスがえる。集落
問をむすぶのは、氏随を巻いていく比較的良好な馬車道のほか、 h:践しを通る山道でめる。
馬車道が丘陵を大きく迂回するため、従来はショートカットの山iuが良く利用された。集























































































































したe ミアン ・ホワジャは死後ら型人としてあがめられ、職がつくられたo これが現在の












単位である。す位わち、モハマド ・ゴースからの流れはが「トパリ Gat Ba r i (以下 Gsと表
記〉、 ミアンジからはミアンズラリMianzLari (同 ~1 L)、パルサかもはポリミアヵ・ン
(jLil P M) の3タバルである。 Gsはj註大のタバルで、成員がもっとも多く、近年モハマ
ド・コースの 2人の男子、アンワルからでた流れとフッサンからでた流れに分かれ、自Ii者


















































シ f ミラ ートは、 居住地内と背後の裏山の裾の分布する。居住m~克を考える上で毛要な
のは、居住地内のシャミラートである。図7・3-8，こ居住地内のシャミラートの分布をしめす
。現夜PKのものはなく、図中のGBのシャミラー トは、かつて外敵とたたかうために築





信仰生活の中心となるモスクは、吋に2つある。ひとつは村のモスク ka 1 a i J malであ






























有施設である点が究なる 4I )。とちらかというとペト 'lクlこ近い。
区17・4・6にフジラとベト y クの分布をしめす。これからもわかるように、ノーグラムには
7つのフジラがある。 タパルPM、ML'ま、それぞれ lつずつ、タパルGB は3つのフジ















学校は、 1992年現在で 2 校あ~。ひとつは、 1972年に建設されたエレメンタリ・スクー
ルで、 8年生までの生徒が学ぶ。もうひとつは、 1991年に開校したセカンダリー ・スクー























































































はあるが、 2つの中庭と 3つの棟からなる住居〈図ト3・14) もみられた。通常は、入り口
に近い様は家畜やその飼料などを蓄える Qfil(であり、奥嫌が居住用となる。 2室の住居を




















































































































































































広~H で走塁 ζ りつつある変化に対して、政府あるいは州政府(実際にプロジェクトに関す
る権限は中央政府より大きい〉が、どのような毘付開発のゲィジョンをもっているのだろ
うか。本節では、パキスタンにおける農村開発政茶とその実状を紹介し、つぎにブネール






























ハド ・へル地Mの屈するプネール県ではBunerDcveJopment Projecl (以下Bf) P)が進
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和JJ'GANDHARA 2 ガンダーラ仏教j立跡の総合品!百慨制1986.!)1988 ~I: 
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*，，~文では、 fzrziERA i面の慨念を、前傾向~J に一般的な既成市街地、弘法に広げるとと




























4円山中一郎「同民経済J r パキスタン一同士と市場~ 1985年
‘S)Syed Abdul Quddus. The Pathan s.1987. 




























































l、 rJ.比谷・傾斜地における伝統的集結勾境に|却する4安 その l、民家1取りの変遷
について J (述名)、 r 11 本ぜ築学会近設支却研究報i' • !t27け ，J~ll同系 )1 、 pp.569-
572、198711:58
2、「以i・何i斜地における伝統的集活環J克に!対するJ5・1長 その 2 、 ;Ji 蹴 ~m ，J~ とその分
Ur j (辿名}、 J 11 本~ヨ~"l:会近議支局ω13Z報;九集 21~; . 111系J、pp.573516、
1987il.5JI 
3、 r 1:)(i・傾斜地における伝統的集怯現地にほ|する号祭 その3、コ ミλ ーアイと弱
境保全j (述名)、 f ll 本建築学会近畿文部制究報 :'.*27~J .計仰i系』、 pp，577-580、
1988ir5J 1 
.m2中にほiするもの
!、 R山村地域における摂陥技術品11f杓J.lc:)[fl・1主報告J: ぇtl!.地収 J， (分tl執下) ;j~部前
['.地改良'H業1.1体迎行会、 1990年3J1 
2、 r (J;統的ストックを川川した!長編惨仙，;1[11 11 に民lする Mr~'t その l、八木IlIJ-:ケ[X.j也
|バ・忠治形成とストックのイf什形態J (辿1'，) f 1本立r築学会近畿支iK6Jf究報作集30
~J . ，1 i!l~系 』 、 pp.433-436 、 1990年5J J 
3、 f伝統的ストックをrμ1Iした集議繁備，，1~Iq ~ご関する耐究 その2、八木町 :ケ民地
12<-・家起の外観頬型と配前期噌 J (xl!?') LI ノド佳 ~"f:会近畿支部研究報告集30号-
，tt・(Iq系1、pp，437-440、1990年5月
ぺ、 「伝統的ストックを治川した集t64警備，iIpliに|到する側究 その3 Jj.f柿附八本町長
'I!.J也lメ.・!呉越内水路の払!状J (.cl!名). j'平成21FJ.立大会(1'国) 学術J椀傾概m
E ~ 、 pp.927-928 、 19901ド 10月
5、「伝統的ストックを活川した集落摂備u1 plqに!到する研究 そのぺ 京都府八木町夫
ll~地 1". ・集結内水路の保がと活用について J (連名). ・‘ド成2年度大会(rll羽)
学術論ijfJI概集 E~ 、 pp.929-930. 1990~・ 10'1 
6、 l‘山村地域における !警備技術調佼平成2il:.皮報告主 主'1!.地収 A (分11~丸木}点lîßR:t
u也改良市業同体辿合会、 1991年3)J 
-第3t立にi民lするもの
l、 r .kr.K di近郊の集必飢域における宅Itl秩J(;の変容について 山科・スフロール地肱
における成境整備に|到する研究 その IJ (述名)、 '11本建築学会近議文部研究報
;り%29り ・計画系』、 pp，493-496、1989年5)J 
2、 「太郎dl.ifl:郊集穏におけるオーフンスペースに|期するJ7夜 山科・スフロール地械に
おける混成繋備に附する(lJf~\: その2J (述名) 1'1本i工業学会近法支i官邸!究報;jr.k 
30 ~ J . ，1 ilq系』、pp.729-732、199011・5JJ 
.~ 1 I';~ に|民|ずるもの
l 、「・líJd とt'~J 山城 除~の道 ・ 保イが修 ;;tJ州 J (辿名)、 i環境文化55~J ' JI、pp.92
120、1982年6月




る 「飢i'のお」を例として j、 ，f IIßf口61~F位大会(北泌l!) 乍ifrI;M t~i位概集 F J 、
pp.11-12、1986{1:8J1 
4、 r ~'('，rのJなの伝J自主lt J~J と 1.'ijl!: {宗境の変容に|民lする研究 l村山城j也!メ'.0)約1ftとその集
t舎やJ!flじてJ、 1討手16211・俊太会{近接 ) 学術品~tiIl rJ!概集 l'I PP. 397-398、19871F
10JI 
.~， ;) 1';:1・l民|ずるもの
l、 r kh~ 仇|ベ形成.J:H'lの I~(J{J ~祭 λ: 19x '谷 1111 のU: k~ と路地の釧究 その 1j (述名 )
[1本住宅学会il議支部研究報行集28リ.，n 1I1系 ，1、PP.469-472、1988il:5川
2、 r J 色村山|メ. における (U宗泊の~f即に|見!ずる ωrj't 人・!散・行Ilfの路地と l':h!の耐fj't 
その 2J (辿名)、 J 11 本住~~'f; 会近議文部(r}fj'.:報;1，*28~; . ，， 111111 #~ 1、pp.473-476、
1988~1 5 J I 
ユ、「 作1 . (1.¥統的iぇk{1il;<.における作邸境とその竹即に|測する(JJf究 その 1 民民街
民1Jf1発と{Jf家粁.れljj <j1名)、 「昭和631.)主人:0(1話Iw. ) 学術品ilq舵概*1.'1、
1988i卜10J I 
4、 r 1";Ulf・伝統的民h!街r)(.におけるf主将境とその作仰に|却する制究 その 1 戟前に
お付る(I:J.~与:lf'r .flJ! j (X1!名)、 t ntl和631トj主よ会(1矢bR) 学術品1i控概集 FJ、
198811.101] 
5 、「 行IIlf ・伝統的MJi~i(X_における佐原境とその行問にIxlする制究 その三 戦後に
おける作環境の変容とその管理 j (述名}、 ' II~~ 拘163年度大会<1到来) 学術講積極
概弘 Fl、 1988年10FI 
6‘ r kh!位'11ぺにおけるJ，tj(ト{I'の環境詳細lに関する(t)f究 人~I取・行lurの路地と伝がの耐
究 その:~ J (述~ ) ， 11 本位築学会近護支局側究報 ~I， U!. 2 9~} . ci~ 州系 l ‘ pp.497
-500、1989il.5JI
7 r，リl治lYJlよh!iJlメの叱的IJ艇 よlぬ〈郷鱗持ì~の市街地化に|民lするが例(r{jJt祭 J (12 
r.) 抗25[111本部di"十 L~g'(:会学:術研究論文集 ‘pp.463-468、1990il・llJI 
-抗6tFに|見lするもの
l、 「附心{r}fj'i:における祭礼 部rli~:礼からみた仰心'，，:(1. . 1991 il・祇凶祭訓代から その
1 J (.ì!lfず~) f"本住築学会近畿支部研究報;IJ* 31り .，il 11系A、pp.505-508、
1991il5Jl 
2、 「祭礼 11与における JUilセI~llの活JHI 形態に関する Mt究 部rlim札からみた都心Jl'1ft. 
1991作祇|剥祭.J!I1fから その2J (述名) l I1 ノド也築学会近設支í\~(rJf究報出集 31 
3;・uI UIIJ 系 :1 、 pp.509-512 、 199 1lil~5H
~~ 、 「祭礼1I~1における街|正の手IJHJ 形港iに i却する耐究 部 dî祭礼からみた都心}~fI-.・1991fド
祇l舗祭OU!J1tから その3j (連名 ) t 1本位3E学会j丘設立i部研究報;今集 31V-J十
州系l、pp.513-516、1991年5月
4、 r nK心地域における阿コ ミュニティに|刻する研究 部rli~'f干しからみた都心j五位. 1991 
年低i剖祭.J~1"tから その-1J (連名 ) 1ノドぜ築学会近接支鴻研究報;ヘ集 3] ~} ， 
，i 11句系 、pp.621-624、1991年5~ 1 
5、 「貯史郎diの都心地域における町コ ミュニテ ィに|主!ずる側究j (i1!名) rm26[!1111本
郡山oi1'1同学会学術研究論文集J、pp.I-6，1991年11JI 
6 r都心rlj街地の形態と祭礼前出に院lする研究 }i!M・低|材祭山鉾IJにおける伝統と
変'ffJ(.l!If，) r w， 26い!日本都市計副学会学術削究論文~ .J、 pp.7 - 12 、 1991年11 F4
7、 rIT家の脱出と 1r.:;的手fJ川にっし、て 京都山針1におけるIlf家に|測する研究 その 1J 
( j主計) f 1本位築学会近畿支部研究報行来32~;・.; Illl~ 系 1 、 pp. 453-456 、 1992年5 Jcl
8、 「低l叫祭のお飾り以について :j.~ 部山鉾!lfJ における IIIf家に|測する附究 その 2J (述
名) J 1本位築学会近注文部研究報告集32 'r~ . .ìhllll !i~ . 1 、 PP.457 -460 、 1992年5 J1
ー 326
9. r 都心地域における相隣・近隣関係から みた胎史的j~J立の仇:ゃに|対する制究 J己都都
心却にお付る 街1)(.を・J;例として J (連名 ) 1 1 本位築午公近接支浦研究報;守~32 ~;
・liI向系 1、pp.749-752、1992年511
10、 rAStudy on the Screen restlval 1n Central Area of Kyoto. Part 1: Focuslng 
on the Trends 1n Changing Patterns of Dlsplay J (辿名 }、 E判JX;J1年j立大会(~t 
僻)"t術品前段慨集ド 、pp.173-174、199211・8JJ
1 r A Sludy on the Screen Festlval 1n Cenlral Area of Kyoto. Part 1: FocUslng 
ln Hagaya Form as an Expresslon of Llfe Style J (.cl' r， )、 『 ‘I~hx. "年度大会 {北
符 )7:MIJ:前棋概*T' ，1、pp.175-176、1992年制l
12、 r }朱史的怖心における伝統的共J.il姥設の脱代的機能にl測する研究 !j{都・紙刷祭山鉾
Ilfの川公JI丹ドついて J(.i!l 1す) 1 ~27111J I1本部"'lIllhl'?公マ:師r(t)f究.it，)l!ιt、pp.247
・252、19921_1ι1 J I 
13、 「自Kd，~を礼にみる伝統とその変約一点都祇凶祭のヤIIHi前 t1 -J (.cl! r，) r rKrlj問題研
党m45岳 ・ ~， 1 ~;- I1、pp.14-27、1993年 1) I 
.m ~~ ì';~に|出|するもの
l、 「ガンダーラ 仏教迫跡・タクティ =ハヒ Jt此 その l、訓汽の概聾とjS跡分布J
( j生名}、 f 1本挫築学会近畿支部研究報常朱29り・計11系』、 pp.729-732，1989年
5) J 
2. rカンゲーラ 仏教追跡 ・タク ティ=ハヒ与院 その 之、 住安卓怖の~l"'Jと伽設備成」
(辿'Yt)、 ぜ11 本 ill 葉ヴ・会近接支諸制究報;~!lよ29~; . ，1 pJ1K:.， 、pp.733-736、1989{1・
5J 1 




l、 1・杓築の1づくり ~~文化邸境幣倫，1I1!1110) た めの.:J!l合報 ;1 1 l';: .，1 (分11執事)作葉市
1981 f(:3J J 
2、 i ・ 1法~の IIffなみ 近畿制.11(分但執主) 11 本政送tl:版協会、 1982~F6JI
ユ、 1' flや1城と‘IlfiJのUlfなみ.1 (分抱執官)I本官lD'tf1脱保護財t.l、1984年3J.:l
ぺ、 J・近江八幡diにおける地械文化財を活HIした伽l性的rurづくりのための実践的研究』
(分計l執事)トヨタ財団、 1985年3円
5、 1 JI!部付与.:J!J1t報告IVJ (分担執事)!支部凶ι昨物館、1984il:3 f 1 
6、 f !l~ 郎社与謝1t報告 V 1 (分m執宅)!古都i司、Z博物館、1985il・311
7. f GAHDHARA ガ ンダーラ仏教追跡の総合調位槻報、 1983、19841 (分flI執官}京都大
学，・;:f，tJJ 1i隊、 1986tf3i J 
8、 !;~Mtl ，1，剥1t報告 Vl! ( 分相執事)示~~凶 伝的物館 、 19861 1 ・ 3J-J 
9、 { }jt~~社ふみ1ft報告VOJ (分担執事)忠都凶、主博物館、1987W31l
10、 ιANOHARA 1 ガンダーラ仏教遺跡の総fT調合慨報、 1986 (分!fl執官 )!f，郡大学'子:
術調合隊、 1988年3t1
1、 まちに(iまう 大阪都市住宅史J (分担執で}・y:J'LH‘1989ij:8J I 
12、 if{:和 .'， .k 1m .t (分間執筆)法1議館、 1990句二2ιj
13、 r部diはステーシ 大阪の魅力J (分開執乍)、サ ン トリーィ;対抗fr研究所、1992年
2 J 1 




l、 「下つ沼と瓜減集活 }伊山・別状・保作修;t，illilJ (kl! f， )、 fl.宗境文化45~九、 pp
73-149、1980年6片
2、 「必虫1の迫・ .1内1fTの形成と出関IJ (辿名)、 fJ.混境文化58~~ u、pp.92-148、
198311:.6J j 
~~、 トド怖の~史的環局剥合と似存修法計 11111 その 1.蝋トUJfの成、主とそのiUh't.につい
てJ(辿名}、 . LI 本位~''f.会近畿支部制究報告集24 ~~・ liI plg系l、pp.497-500、
1984iF6JI 
4、 「‘1;: 怖の)然~(r-)原境謝1tと似イI修hi:計01 その2. I lI f 人 l自の凶 IJ~I に ついて j (.i1f名)
Jfl本位築学会近畿支部(r}f究報;つ!長24~;-・，， 11011 系 J 、 pp ， 501 - 504 、 1984f[・6)1 
5、 「‘|市eiのjゲ史的環境剥合と似存修;設計州 その:~・lHf'* と出I なみの;;ミ似 J (述名)
1 1 々、i1' 安i'l: 会近接支局側究報;サ!長 24 ~; ， ，1 (1q系 、pp.505田 508、1984il;6J)
fj. r‘1'.加の貯史的邸J;lJl伐とct:イj修;点目t剛 その 4 ・ 水 J~J込とその手IJ 川 形態 J (xh名}
ql小li!築学会j丘畿支却耐!究報作集24け.ul州系J、pp，509-512、1984il:611
7， r‘H"jの除史的損境誹1ftと似イj修;ふi'-[llIj その 5 ・{以が fl~ ~;~ lII ~Iij j (辿れ)、 Jil 
本主.!!葉'(:会近畿支部制'先制;11*24日ト ・，111糸 町、pp.513-516.1984年6J 1 
行、 「人~ 1叡・船出の業務地lぺ化と~心}，'l(jの変千百に|弘lするωf究J(.i1!?i)、 J' 1本iE55学
会i丘議文部(r}1究報告集28り.，1 J!l 11 系』 、 pp.477-480 、 1988~1-5JJ 
9、 「都心の仕環境と届住布のふ識に院iする耐究J (連名)、 1 J本建築学会近設立i部副{
究報?I~28~; ・計画系 .'1 、 pp.549-552 、 19881 1 . 5J)
10、 「近(けm:良のよ阪愛IJ '"1:Ix. における伝統的IIlf 内 'l;~ 1日1 伏見II'1 r 1I・必修UIf = ~ I I. 
宇野Ul1にお付る11家と11なみJ (連名) J 1本住築学会近議文部耐究報川県 31 
サ ，dtrtlrl系』、pp.553-556、1991年5J i 
11、 「近代初頭の大阪北船島;における{主宅の、Vr(Ji ~典型と集作の形態、その 1 (主宅、ドlruの
類型化について j (連名) f 11 本建築学会近設立部研究報作集32 サ ・ 計向 ti~ ，~ 、 pp ，
829-834、1992年5月
12、 f近代初日!'!のよ敗北船I誌における侃宅の判(Ij~t J~'J と *=(1 の形態、その 2 ~(i'の形態
についてJ (辿名) rl l~ li!築学会ill設 文局側究報 ;守集 32 リ，Î ト ([11系 』、 pp.83 3-836 、
1992~F5 J J 
13、 rTrendsand Keanlng of Land Ownershlp 1n Yatacho and Shlo-Kamanzacho 1n Two 
Cross Sectlon; Focus1ng 1n lhe Central Area of KYOlOJ (rl! r.) i 1 小銭安学会
近議文浦削究報行集32~; . ，:111系 、pp.845・848，1992fト5)1
l4、 r il{\.初日自の人:1版北島or~における ~;責任形態 J (連名) 11 本U!~学会近設立高ωI究報
行集~33 り . JII馴系』、pp，789-792、1993"1・5J 1 
.l本建築学会大会IlgJt発み
!‘ f杵築t!i伝統的文化部di環境の保全と52備に|対する4考察 その i、惟史的胤 仁とそ
の現況J (述名}、 j ":1和56年度大会(九州} 学術~f7lfi舵概集 ・計両系 。、 pp.
1639-1640、1981年91=1
2、 「杵築rli伝統的文化都市以ほの保全と撃的に|見|する考察 その2、伝統的di街地に
おける街路の必知J ('i!li?，)、 r It1f11561t:)主人;会(九州> "(:体iJI~7ffj舵概w: • ，;101系.1
pp.16411642、1981qミ9J ， 
:~、 「杵葉市伝統的文化部t1Hおはの保全と格的にl制する4JfE その 3 、保存{時~ l;~I; f酬J
{連名)、 Ils拘56年}立大会{九州) 学術品泌便概集・，;1州系J、pp.1643-1644、
1981{ド9})
4、 f ‘ド怖の~~的原境とそのC依存修;設計IIJlÎ その 1・*'活形態の変遷とその住民l的Jt
察J(Xl¥名)、 r昭和59年度大会 n苅*> 学術講演極概集.，?I' ~ID系 』、 pp.2197-
2198、19841'ド10月
5、 r ‘I~ 弘iの肘史的.t;i境とその似作修;三~Jhllll その2・町家と1Ifなみ;iE観J (辿ずi)、
(Hs和59{1二位大会([芸I.!U) '(:術講演控概!l. .it向系』、 pp.2199-2200 、 1984~1:10 J J 
6‘ f予知のft史的環境とその似作修!武計!lfIJ その3・/tc!.沼崎とその利問形態J (述名)
J I昭和59作反大会(I提'*) '~~・術講演柑概~ . ut~削系.4‘ pp.2201・2202 、 1984作 1011
-328 -
7、 f・1-:ti，iの僚史的尽i蒜とその似が修;;~，i 11Iq その 4 ・ {!t:イf 修 ;;~.;t[lq j ( ~r. ). f II:~ 
利591，.}立木会 学術品副j拙概!.f.::. ，111系.1、pp.22032204， 1984fl・]0 J
8、 rt法山(f{Jd j街地の変容と J.!松 伏見における・，，(91的(JJIJ'i: その l、 I1也fl川の史的
号案J (1主計}、 J 1:1+1601・j主人公(虫桝) 学術論il!fl~概*ド . pp.377-378、
1985il.10JJ 
9、 rffl'史的dj街地の変有とsl状 伏見l-ぉ;1る・Jj.例的6Jt究その2、 L-地tll川金化0)
ハターン と都市況観J(辿千九)、 IItHll60il-位大会(.!Rl;IJ ) 学術調7I'i舵慨払l'.IJ、
pp.379-380‘ 19851(1101) 
10、「肘史的di併地の変科と刷状 伏見における恒例的側先 そのユ、 ITなみ以間の分
析J(.i!1 1ラ)、 国Itlfl60il・1立大会(点7;') 学術:.ld71ri融概集F，1、pp.381-382、1985
~I ・ 101J 
1、 rJ仔史的，)1街地の変谷と JU~入 伏見における・ド例的(1)1究 そのIj， /tclUJ;i.l品の形成
とその別i}~J (述名). II~ 和6011・広大会 ( ~主婦) マ:術品損控慨集 VI • pp.383-
384‘ L 985ir: 10 J J 
12、 rf. IどfがJdl 街地の変h・と別状 伏見における事例(f{J(I)f究 その5、近年における 11街
地の変作J (l!!!名)、 t・1t: 和 60 í!c-)主大会(史的~ ) '(: i"'r"I~ 7i fJ!概集1"IJ 、pp.385-386、
198511: 101 J 
13、 「 λ~ !9x ・ Jr.}比;の JL~(j打どそのh';fi fVlJについて J ( ~名 ). Ut~ 和63q }主人会 (I芸|決 )
学術品乱，i控概集l・ 、1988il・10J 
14.、 『都心的[メ.の空Hl)f荷成に|員|ずる巧夜 災1I1U1. Ii~心街()(，における歴史的環境保全に l美!
する研究 その LJ (主_1r， )、 J fh.!t..:~ tl ・院大会(よR~t ) ， '(=術講演極概~・ ト1 、 pp.
57・58， 199111.91' 
15、 rill拘γァサー ドの日徴と>>Jrなみ;i:似 ): 1IIUf .都心街|メにおける貯史的邸境保全に
l刻する研究 その2J (.i1!名)、 ギJJ(;J lド位大会 (W，北)学術論街地慨!.kl' I 、pp.
59-60、1991年9J-l
16、「焦礼l吟における町'J;"'I日|の利JtJIご関する.Jj奈 夫till[.都心街区における除史的環境
保全ド|民|する白f究 その:~ J (述.fJ). 平成 3 年度入会(_!U北)ヴ:術品7~í f~概集 L" I . 
pp.61 62、199111:9JI 
17、 r ~す米千訓 と 保全のたのω従来 xllltlJ・怖心街1.)(.における佳史的邸ほ保全に|持|する
行策 その4j (迎名)、 ， 'f~ J& :~ fJ・j主よ会(!.lUヒ)，，;:術 IÎI~ j白煙概!ß I・ ~ ， pp.63-64、
1991 '1・9JJ
18、 「近(~初日riのよ!敬愛 II ''/'Iメ. におけるは11 ..0< ";，s 1日!に関する {，)f'í~ 事長以のi.!!a形態と宅地
fll川知叩J(述:f，>、 ポ1点 ~3 1J・1主人公 (*~t) ，γ:誠rnl\~ ii，柑!概集 ド帽、 pp.529-530. 
1991iF9}] 
19、 「辺代初ufiの大阪道修ru" r引における!.l(i::形態J (.i1!1す)、 『杓点'1~I .& 人;会(北
降)，手術講演煙概集 Vß 、 pp . 659-560 、 1992~1~ 8円
-総説
l‘ r ~ï永のH ，'i復興と L~I 与の控5EJ 11胤会報』、 1982fド6J)
辺、 「カ ンダーラ仏教iS跡的!究の現状とJli~1 J r建築雑誌 1236りj、19851[:8J)
:3、 「ガ ン ゲーラ仏教.ìi!跡側先の現-1k と }J~':'1} .白料J ( ~U干のill~的伝統 制究の尉-1k
と，~:& ， (íll築防~. ぷ 11i''j部門研究協品会汽科)、 1985q-l 0 ) 1 
ぺ rrr~心 }I'; (iと地域ぬJとしての小学校 近代人:1散の粁験に乍:ぷ」 、 f 乍 I~J 数百運剖j





るよでには、 !iUiK人:学 1，''t .'m控築学教京州川耐f)~市のÎt; )I:かた、光杭..h 比なと、
多くのかたがたの、よ指導、こ協)).をいたたいた。小品えを閉じるにあFり、 l攻
めて心より御礼を'1'し1:げたい。





以後に、 本論文執事のため赴任 f1t々 か らご迷惑をおかけした奈良9:.(-入学家政
学g部(1J.I;学料(尉'1:ì'1r， l~境学部人HUI.京地?料)の光午がたにも、おJむひと御宇しを
q，しuずたい。




。， 崎断 憎， ，包N
凶ト2-3 !.iミ訴辿続立ilu凶 1(南一北)
衣ト3-1 戸数・人口の変遷
年代 戸放 (J) 人口(ニン) 。築オ餓Jド良菜 史 料
上 下 計 上 下 計 (コ)
元禄2年(1689) 25 『京羽ニ里織留』
文久3碑 (1861) 12 1 23 [j'~仰祝低綴JJ M.S家文~
明治20年(187) 13 1 24 67 45 118 『拶F灰谷a区有文書
、
昭和1S年(1940) 12 1 23 82 74 156 12 1 。 ノJ とN.CE班活取り
昭拘3~年(1955) 12 12 24 I 6 65 131 4 19 1 V党帳a区有文書
昭和45年(1970) 1 14 25 47 74 121 2 . 18 5 1/ 













































。: ~_ ~_ 10， ，Q.M 
(凶一束)ii話辿紋立面図 2凶トト4
J~境とコミュニテイ
管理対泉 明治 昭和 昭和 現在
以前 戦前 戦後
森 共有林 保 保 保 保
ニ鈷寺山 保 保 保 区
私有林 冊 個 個 個
水 水ネlt祭 保 保 保 保
給排水 つ 町 隣 隣
‘ JI 灰谷川 保 保 保 府・区
用水路 保 保 保 府 ・保
椀工事 保 保 市 一
縞保守 保 保 市 市・区
迫 市 道 保 保 市 ・保 、市 ・区
集落内 一 保 保 偲
あぜ・大 保 保 個 個 ・親
あぜ・小 *n 個 ・隣 個 ・隣 個・税
家 .主毘普諮 (保) (保) (保) 個
納思普請 (町) (町) (町) 個
風呂場普請 (組) (組) (組) 倒
民根茸替 (保) 親 親 親
屋根修理 (組) 親・個 親・個 親 ・個
石fn 大規模 保? 保 町 隣
小規模 一 町 町 佃・親

















凋・，. _ f.・. -，・
‘.一一-" ，.' ‘-= -=-=:'ー一 一 一 -A C: . ・^ーーーー，一ーー民 r.， 
















11:; 年、Jl.l1) 年半島j 年、ド ~J
r}l LJ ;，文 人足数 出問数 欠郎率
I({和'l...o年 12.Hン 240.0ニン 176.3ニン 28.5% 
8""11 16.3 311.7 191.8 38.3 
15... 18 13.0 2・11.8 150.6 37.9 
19... 23 8.8 172.5 129.6 34. 1 
2~"'29 1 0 . !i 207.2 1 ;)fi. 7 21. :1 
:10... 32 7.0 128.3 111.8 12.9 
3... 42 10.3 l;922 '.16.2 24.0 43... 52 6.8 08.3 521.1 48. 1 
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図2-2-16 総本消家立町図(タイプ 1) 
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図2-2-25 境界要素分布図(神田)
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-石川み 'llilm 1) ('11 (j.~l'" み} • 1;水1U(4カi明〉 
)1{ VLi . U tnfdlJ).I1 ~ ."?・1ー トプロヲ?でhH貫
九 /
. tl，jみ:lifjBIl.， O'fG&!占み} . !員~i;1II (2ヵm)
1f: . Giuの下のU/，'1 IJ 1: fr々むlUi
七 / ントでMi~ さ札ている
部





. 1心:):側(il!W、calJ1(j谷1.'みが:::.い .lilぃIt¥(<1 I1祈}広
'f . l(.fliHl!IU'f'GllMみだが1必下
内 会<<'晶画~ji;[IJ I:lIXI (J 6f.~ みF ‘' ' 、
tt -火・1:1I';l:h: J3でぬリ'fúlJ.~日銀 .61;い!tl(lfl所〉
ー . 回 ~主 民1い合れている、
jヒ .ttによるM~ u I IJfj両Qられる、
t$ 「よ







年次 省 部 広垣内 ~p 回
e 
人口 世帯数 人口 世t13故 人口 世間位
1965 5o、 9 8i 14 131 27 
1975 43 9 74 14 110 27 
1985 .!Q a 61 14 118 28 
説2-ト2 専柔策兵別良家数の権移
花Gに 'U悼B 部 広垣内 F9 田
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8 。4 4 13 。 12 24 4 19 
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表2-2-1 近世の基本データ
神田 |広垣内 |送部
三-L;;-;;_~- f -，~-~ ~~-_. f ~.. ;，~~.戸hi--;二二-r~":;'~~ì;孟;--;μ;
1\5. 'Jað~: : I éO.~45S: : I ~~.H~ 
lS7.33jj1109.19s;;186.363; 
lH.253 : 3 3 : I 4 8 I :06， 5!S : 1 8 : 'J0 I dS.53 : 1 9 : 8 5 
180. 110 : : I 1 Zω. I 91.51 : 
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ー
~IO 0 0 c>r~fo 000・ι-0000 為、 』内電コ cコ』内 込、 ""00 匂向
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その他 11. IH W I I :!II! 
c.: I :喜一回、J:J I い，~2! (2) 
lil問、畑一宅 I Sol (Zl I i13 (2) 
内 IfE-1ll I W (1) 
山体一辺、~ I l.m (?) I 175 (1) 
その他 I l.2! ~ (1) I lSd (1) 
J込二二一l二;';;'1"
~I 町、沼ー宅 I W (l) 
回一切 I t..!H CJl 
LI.J体一回、勾 I :34 (1) 




r.: i1l I土/-r.1I盟国 ;二十回Iln四万:~tt Ì'nl: 
FE;t火羽?宇 !n:v三間四琵: (11日~-:ìf) . J.liJ;¥I!!lB1t1ζ 1';る
r.o[H， : ー :ニ;:'L三間 :不明
. 儒 ;ー間半沼方 ;小字rJIIrtJtJ.筏る
: :Ittli/ì唱午~ : :波立金銭'1"のみ
/Vg布.
- i五悶:十一明;現なの愛宕辻?
:一間8iln :2.9+八rw~ fJヮ j 公民n省一現在氾
: I~尺~ilii :23・"五nnf:1り :小字~r抄J!J !J'f.五る
;二尺四窃 ;四十問国り ;不明
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江戸川代 明治時代|刈似iFI収後-s ~a I s ~O以降
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表2-2-4
:京2-2-8 民主Qの特徴(その 1) 
一一
地区・対観 ;t鋭の特徴 楠成要因 阻害要因
ト一一ー
f哲郎
居住広域外 開政的!;tf]i観 両側の視界の確保 (建て詰まり)
点jえとしての水!lI























表2-2-9 泉観の特徴 (その2) 
zt践の舵類 景観の特徴 椛成要因 間害要因




水路 綴々な協所で知覚 水路の配置 (暗渠化)
























































































































































( ['!l.rt、市間)仰;!!け総湯山 8 c-z凶 記!万~lJ草、制~2~ 、州市♀ ν-~:f}迎 L-tィ凶
凶2-3-10 1誌もよく訪れ、税しんでいる邸内[









































10q: Jt i~ ごと tí~ミ
105 :その他
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16 。 24 。
用水路の素材
20 。 30 。
排水路の素材
28 。 -IZ 。
f!:zJI巴Jnrtl= 19 
32 。 401 (X I 
1 36. ~ 1 
1ユ2.11
1 20." 
1 l. 2 1 
1 2 0 I 
1 0.01 
TlAA@Hi &な" 49 





1 2. 0 1 
1 2. i) 1 
干l:lM!l苔呂:t= 52 
5品 。 OO 1 (Xl 1 
1 ~;. 3 1 
1 13.51 
1 9.る1
1 3. a 1 
1 3.81 
1 1. 91 
工場設置について
32 。 48 。
行効@H'i"':t" 50 






20 。 30 。
有効@)1511:1" 50 
10 。 501 I'() 1 
1 50.01 
1 28.01 





































































。 16 。2.' 。
イ!~~@l ?Hni: '" 50 
n 。 101 (X) 1 
ト一一-l
1 J~. 0 1 
1 26 .01 
1 ~6. 01 
1 14. 0 1 
1 0.01 
集出荷施設の整備について
。 20 。 30 。
n効回答者~ = 49 





1 4. 1 1 
1 0.01 
間場整備と景観整備について
。 16 。 2 ; 。
ぺ11:回答有:.t : SZ 
32 。 101 I Xl 1 
1 H.61 
1 ~ 1. 21 
I 19.2 I 
1 17. J! 
1 5.81 
1 1. 91 
1 0.01 
水車議j銃施設の保存について
。 20 。JO 。
行効図1Hj:1" 51 
，10 。 501 pq 
1 11. 2 1 
1 ~s. J I 
1 11. 81 
1 7. 81 
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年次 l~601 ! 9651 !n51 1985 
.山下arJ夏山区
'lo;支放 3301 5:81 .1j.1 
出家人口 明 1.531 2.170 1 10 
( :ド) E 1.8021 1. 260 I 9711 . 
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図3-2-6 内野周辺の市街化過程(北部)
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出3-3-1 IJ公凶による山林と水路の分布闘 凶ト3-12 !Jl任のよjぷと水路の分:(IiIdl 
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神社名 11'淀みぬif~式 修ie I"1々
Ejz l '伸下prF弱台i体炉P僻1ヰ位H注文 :3 .~ 伶 t革命Wl治 3・aEF鼠 IJ.肋 2(1656)線キ1.
市 榊腕明治1JJ1
巴トZ25待塾 協 -7蹴崎3当時制
トrer;白山R附~t Ifi民 3l-・b主証主 扮{鋪) 江戸tVおIおm刷 iFa百下島敏.l!i軒硲鍍滋H
71 l 伊at勢bta 神社 3・b宮鍋 江戸ψ阿l 伶段付
回樹t 1・6員総{鉄)ぬIJ-江戸中
神主上 1・2広徳 江戸符脚
ーーーー ーー 』ー -司- -ーーーーーーーーーーー l 主主 Hω~t 1 .L車 話柿崎宮 (~) 区戸中紛
5 . i，{f IQ (~) I元t.AIO
3・泌一一四 1(1切d171埋立 1 
3・ti 鎗 点以5{IS6211-51ーFー包 l 
1 .t成 徳 {君事}江戸中出1
3・訟 H3 15U<O(l664}後札・よEUL縞社 | 
l -誌冷{鉄)i地位Hp初
'lk Ie 千鶴("'11
水処榊t iTJtl .尚一生一 団法5(IH旦限fL.IftiJげ繍附
旦tM榊I 2・t応怖 吊blJWI
JX次時明梯1主aE体神世社常 3 ・6定 員有 (~) 究;.kl(1621) 糠札1 iJt 絵 l沼紛1朗 l 
一一一IJ・5m本 指 tpt中期 l 
円-a主絵 lA31ml 
i¥ -2n 鈎z84 5sr夫E7:被mmp差沖fpt社rl. I~:~ 汀正明1 IRC裂M.j怖 いむな鋳板利IJ
町 1 .bE h5 U~) ìlP.ぷ却i トー
[i創樹上 1 .bZ 不明
υ嚇u l・淡蹴 江戸中矧
[J¥幡併E 1 .t誕 不1月
久3お8 2日邸主些 '1:文 3.ik繍 町跡3(1494)
望書 IJT&再tl 3'bt 街 {鉄iIDi~1刷
山 川r一R閣~一八待幡者tg 1 .S華街 江FB抑綴
町 1・2定 昭有国(19鈎}
四巴~偲副34R5樽EMa抑斉吐長明樽>>:社讐珪一 1・6旺 倫 ぬ111辺 '!~性:!firÞl!!!
国r[36[n~~i [-[1 . # [u，脱却6(1893)
l団持 1様0 相 明治則叩ωE薗千島織民府尼僧幽肘
生
流t;i旦m飯ー {銅」}l伸ZワF永保郎.包Stω{盟1、7主2) 一町史
21442 01 euI樽t IJ注文 i・~tJ'l l$tt I I 1• 
外ミti'榊持t上-I1.t誕桶 皮長1'/(1612)銚札




























~ ∞ σ3 ~ 
Eコ ぱ3 <0 
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き 小J ト m 
~‘ ト' ひ3 m 
き 。3 c¥1 対‘
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言;E ト 。∞ l{) σ〉
r-! 。rl σ〉 ~ 
r 
r-! rl 。3 。3‘ー-、ー，
弘 N 寸4 <0 。q ト
~ ひJ 寸4 σコ
w r-! <0 σコ 。l{) 
r-! ぴ3 l{) 寸4
凸 対4 で4 ト ぱコ m 
r-! 
にJ 勺4 ト <0 ト σ3 
C、司 ひ3 l{) l{) 
同 c¥1 ばコ 。ト l{) 
T→ 「寸 Cも 。a
~ 寸4 寸4 <0 吋4 ひ3
ひq v→ 寸守 寸4
望¥ 翠対























ES 悪5霊登縛一人j 震ゐ 紅「よヨ言トJ ーお寝室 要品
旨
手軍83!;?器幹t量苦拒志4議5 翠悟〈思突ヨく55 5 
凶 凶 凶 凶望 凶 凶









桝I名 ， ~l辺の植生 :1:級生 将来事4
l êJ~停年鑓体毛書道 .Il内 神木IfJt "" 
回'42 俳鈴仲Irl 水間 :ly fミ・11 71.1キ・"う 付ヰ
辺4!"3l E年肉体社 1市街地 シ{ U寺 71./守
町 阪f神社 '7灯7 主イ υ幸 約ヲ 71 
1) 451海神社 7灯7 γf・2シ I^ギ I!lf f古寄
461 Jlt倒神社 '7tr1.m' ?ヴ xr 守，}'7・!lj" エI~ 7寄
二ぷ4.7火色判滝上 17灯7 7J1tfシ υ寺 官9ラ す古寺
fci ，481御楽情神社 7f!才7 h金主 17リ，^r m 主エf f古寺
UI 491 E8'神社 常事十 ~f' 
eHo対地 2古書ト ~ ~~ す7ラ 立工， 守宮宅
町 511大神宮神社 百t皇f 定， ，ー・、 ・ ，71 す古寺
52 隻3Z天神社 !?抑ヲ・常針 7~' シ At ・ iI~1l 
53' ID事桝上 7f!す7・常事f・m' zr・11¥:・宅 r)1) 
山 54 涌出'8.神社4) ~If ‘!'J Á~j 'Jf" lIf 71 tf 
級 55 t ~郎桝上5) ?守?ケ 王寺. 1;¥'与W;.!llf そf
問156 天神沖li ?守 シイ Af .tl寺 拘キ
571総尾神社 ?守 ?ケ tlを t7す-:'A.r
ホ58 縫祭柄土 7tn1 ?AI寺・シ{11:1そ 11¥・寺 τ^ .' す書寺
fll159 務泌坂神社 7'.r1 ; ~布・釣 ヒ/多 f終.!fョワ 守古寺・す?う
町160.械室神社 水間 ~l・卦~ えず 1，"キ zf t 
61 開mm神社 71'1・"毛' ‘~{ ヒ/守 す?; 忠正f・モf Af" す古寺
hsI62 向往時神社 71171 7ヲ ?V:耳・守，1.':I‘ す書寺
正支，63 O日神社 7灯7 ヲ4 tl寺
国I.64 {f臼桝上 守宮11 tlそ.A.f 立lf
651白山神社 71171 気， Ar tl守
66 八紙g 7!11 't{ ヒ/毛 'f~'1・!ll'f'
，61 ぷに神社 71171 '}， U寺 1:1寺 約寺 す古寺・7寄
68 sト予神社 Y勿ヲ・'}]ず シイ tl守 1h'l ~?う 守合宅
69 白祭神社 ?;f' !シ{.~'T tJキ 守?7 11¥'守 υ寺 ~ 
70 春日著宮II 71m I'I{ tl宅: 77.1専・11¥'{ 付予・主11' 1:1毛
笠'71 l'鳴館 m ・ー?古車十 ，シイ ど/キ 1，'¥; f 
1li121泉街神社 常針 7間的副首f はず.tJキ 多観 tI!守
宙J，731=神社 {世シ えず.u寺 ffEウ わすy・7tキ す書帯
741信政院戦上 2ギ.tl寺 竹キ・ 1:1宮守
2) '15 天泌宣言 百w Zキ6・1:1寄 11 告うラ '宮守
r，"76 春日神社 71111 ;量当 11¥'ヰ'/J.エr モf
，. 77'祝尉憎土 7釘? 9ケ l'f tl毛 3.?・f!J.f 一..178 弐肉体社 7幻7 シイ・2ジ Ar .tJ￥ 11¥' f'ヒイラギ xr 
Fー
79.拙榊社 7貯7 9'1 tlf 守'7'7守
80・街路神社 7tr7ヲ ?ヶ・'lf l fヲラ 'h'1・切手 そf.!1J寄
81 泉谷神社 7tr7ヲ !Tシ 1キ.





俸は包 同辺の舵主 :t般1主 修抗体
自，栴事担，ytヰ J奇書辺 lij内 神_.f: 1供~
字 l 字治神社 717ヲ tfJ ~'Iぅ す?う・立11'
治12j下局神社 l7trn λギ At' .守?う IUf ' 
市 3 神l)j神社 11171 ?吉村
41宇佐ヒ体性 7言明 77貴金 1:1キ
51 ~県神社 市街地 !.'J '!f~? 1/f 
~白山桝土 7灯7 ~ ， 
7 e級事料I ぽ街地 '7.1キ ' o 
!u伊勢図桝I 市街地 7宇・シJ 11 。
~良線対姥I 111m地 シf ' 。
io1経子PJ神社 市首袖 ?ケ 且H'77 ' 一u'滋ぬ事例I
121十1¥1'悦t シf 官・7官7 11 
I怜f草寺4 
1131 ~干波多神社 ぷ印 量ヲ 71 71 A'J・立11" . 
141詐波多桝土 水印 bシ -A.a，f a す'1'7・71 !lf 
域1151泥臭神社 A<ITI . ~ヤ 'J'J.J守・11¥'キ ‘ 
持巴lヱ}佐世 市街地 ?亨'~1 71 
.同
t首171久性荷役 j'r ;1{・7:-，. ザ'J7 t . 




20 天満宮仕 水印 Zギ・ヒ/寺 "う''1}
21 水主科牡 水間 シイ Zず w~.tチ
22 筒~桝t 水問 fー白Eシ 空古毛
iz3i天満争防士 水田 雪可・昔当 ヒI~ ・ Ã.f' ず1¥'寺 守宮司
ii.，z4 天元町g 水m ^~'・ ' ~h~
総125 石聞神社 水I ~'1 ~í'\~ モ ， {t?1J・11キ
町 261tifi神社 水悶 1ぞ. 'JXIを・をf
幻i石田神社 水図 1'1.1寄・イt~?
281内侍牡 水凶 1'f"'f tJ寺・?AIキ
129 八1陥斜I1t 水佃 ?ヤ えず .tlキ 7ナtl号 ~1.Jヰ す古寺
久。301隻楽桝土 水a 'I! 1主‘ えず 7t寺・村'鴻
御~策見桝土 水印 11 初予・11¥'キ a 
山'321.法侵争悦上 水m {f~? ・的'71 
町1331~)\.$書富 Jj<悶 ?ヤ
国1341機会係争的土 市街地 ?V寺・主/tl守 A1・且J寄
辺1351訴神社 T:1n ~'T・ 2シ tl￥ す7 守色奇
田r'361月絞神社 T茸可1 笠t 71 11.1さ ‘ 作守
371 ;膏屡神社 ?官n 釣.t{ l~ そミ
1381叉神社 7芥・ー?古tt ?申ーシ' ¥f m えず w 
。391白山事搾上 7前7 ?ケ・企シ ヒ/宅 -。401:須fl停を土 7m シr・会世 7i.!ヰ











2 I 40.79 
1 I 40 
1 28 (野菜洗い泊)
43 I 32倒所
社的/頬型 平 i自立地 山麓立地
内 t員 外一1 外-2 外-3 内 明 外ー l 外-2 その他 ~~ 
^ t11t札t 5 3四 3 7-6 2国2 4-~ 一 2 2-2 2 27-1 I 
鮒お社 4-1 '3-1 1-1 一 一 2 2 6国2 1 一 19-5 
B 村社札上 3 4申 l 10-9 一 一 一 一 1-1 18ーl
思u自社 3-1 3-( 1-1 一 、 ー ー 一 一 一 ，{-3 
C や片t以上 2 3 3-2 2-2 2-1 1-2 8-3 3-1 一 27-1 
無桁社 7 -1 2 4-2 1-1 一 2-1 2-2 2目 i 2-1 3-1 25-1 
D や片t以上 一 一 2 一 一 一 ー .1-} 1 8目 l
無情社 l 一 1 一 ー 一 一 一 2 
E t:陀t以上 一 一 4-3 1-} ー 5 4国2 15-13 
鮒8社 2 2-1 1-1 1 ー 一 6-3 4-2 2 18-7 
F 宇片上以上 一 ー 4-2 2-} ー 一 3 2 16-3 
無佑社 3 2 一 ー 1 J 6 4 2 19 
合郷社主ιと 一 2-1 5-3 3-2 3-2 一 3-1 2-2 1-} 1 18..1 
村社 10 8-3 25-19 4-4 5-3 ー 12-1 15-5 8-2 89-3 
計然俗社 20-3 12-3 8-5 2-1 一 5-1 1 1-5 18-5 9-1 5-} 90-2 








郷土資事事館? ? ? ? ?
災4-3-9 私的脳波による変お
淘 途
ιz m 』窃 j 4. 116.18.24.44 
d ，J )(1 フ均 2 60. 70 
信婚主勾 l I 6 1 
漫 3 の 主 主忽 1 4 9 
鋲 工 所 1 2 4.
。~ 地 1 2 4.
そ了 の 他 1 74 




地反/変容師リ 立体的変容 平面的変容 :n 
A、B、C地区 47 (82) 10 (18) 57例(100%) 
トーーーー一一 一一 一一
D、E、F地区 3 (16) 1 6 (84) 19 (100. ) 
一
JロK 計 50 (66) 26 (34) 76 (100 ) 
s.苫'5lf門
事長 1!三 :1 1 F/d寺;u
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~ l(川 l!f I:r. :~ ;有:.t .\'~院内向 jf.. m念総凶行:J 
!1 只ラ1 ¥:"1 r'色 :" ~ミ 111 ;_".l ，~河川 .ìl1 ~河川 ZE
:<! ~l n ;ミ;ミ~向子:H. ~可 1111 It'l r;i仰 IlIニミ Jミ 1
.. ~o.l .~ 11 ;'1 ~ 
出.訴1〈ね盟f1 ] 1 。 q 2 。。 。 。




n .，1 U 
回田固
















中21': 1 2 1片;:.'"
中21': 1 2 ~)t.!.'.， 
中空路 1 2 l)t:刈
+21': . 2 le~ I~ 
申21': 2 11f.!.'.， 
ロ2陪 2 Ir.土1.'
:1:21': '2 10土川 It3WO 
1lfl 白 21晋 2 10::ロ，lc 1 平温 2 1)tJ:.:.， 1 申 2.平 2 1t.L刈 1:a2F: 1 2 1防止;.， 1 
? ， ? ?























































し- .，./ - ，...._..一一戸一一一.三三二一- -←τ=..:.:ミ=一一一一『
-- ，/三十一ア?一空一一一一 士士一一=一三二-.__
..-' • ./二.ーニ「「で-2竺三三 二二- z 
a1020 _j_vmイ /E4==円「τ三岳ァ±てつEZ三三号Fi-
~g2d凶豆当ゴ百E旭区ZE5EEZCE
ζ~Il叫!日目 118: '~町τanill斗.1|'ιJ己口 U-仁
己Fアア可5」ζ己三三芦三ゴi比一一亡コiTEH保有日明:ih玉里子己言語i( ! 
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I--Ar--:?:;"づ土三宮市'¥千 点 ! 
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ili」4LL」Ah:!正lJ;主一-::三弓仏人三J 1J3 
77・-Jγ ，J?!Jjij全iJ乙JUb--ニミム.. ・FiiLh川色 !14/ 
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;r 1.' . ':!!'îl 当~
の
システム







f~尽 tb がいな〈なる 守山占ァー f¥:s¥防がまとめ役
' 引 I~ し ~1~の I~で〈るな {右;止の匂1員〉
昭1日25年-30;代 l'l*HI":i!占1凶ぬる 一→-114:)，:岳山していない
3戸の前に昂:リバケツが1-;:~lltτ いう I :\九fの前 iこ*~ゴミ ì~ が ，'rか n ていた
I 1.:~ JlI ・J(女の:i!淫 l，.f.広会がう
一ー一一一一-r-- ~.;J n. m七日.VJ上l1.1 l~ 1]の'L沼 会-;j 壬 l: ，~i3:占t古
， ~m:の"はその匁で fX出しそずる
は<IJ ~寸 '1:にい 2 山:広会で此
fB匁0.)1; 1石31'<If < 
I~ ):01なJlI'Iははい
!Jl(i{，疋1>うγ渓いている
335-:ー: 1jln t守口 ~'J 日:!'句{. l . :" .1; ~ : ・コ~~ 1~: :H 
，・::.2 ~ i"可・'."¥:，.1
• 、一一 t-d lL l，lJ11111iん 4ιJ' i~ 戸 i! I ，1 .1
• 
丁一一寸 I I I I i「「i
下ホ辺 'l;t Ilt * 
ーー Jtl~!~J~]~l~tj-t:[J~ 1J日1巾
i!i* .. ー寸1 I I I マ~ r I I . 
i2 n ・'".1fl zicc 111ごとに交i.t 1 月ごと:二~:;
の
システム i目当~- ，:~I:;I，~.の J官 In:J冷
Jltこl図(月，1;) 月tこ2[9](18と 15臼〉 :i Uが共同で J~ ~ÍlI'る
lJ1jN 1.)骨!な!且Jt'i!1fJ.ぃ ns':tJ.;史民'1はなか勺た
!J!企の広1.:
昭1030?'頃かう出されてJ:. 極大 ~j ill さはτい .~;'1J、?~
一コミコニ:j'・4 当 ~'HJ !X!予がよと!-")i主のシステL
'-i1ll~HAの阪に 1:: るお金『つな XJ (お13し.I!し〉
1)1(:五七Jl:h?fぬいている I. ix~のI吉凶
2.辻!i圭 3. !rj¥ L ~j _I~ ~耳、、 S.迂平





上水道 jE • F，lJA21 
戸内同lL叶|ll17111日
J下戸
1 ・ !LL _1111L11 
圃
下:f¥辺生j";ij;;)< 
ーーー 山上世田 i Mlil唱





システム I，U干のm主〈月に 10・空白の2包} 1-荷の1.1主<R:ζ1a・26の2自〉
前九一対外的
月当番の1土"r-IH均的
:aねっていαぃ I. @l ~lfl を @l 'r
2.el~n を!.Iiぬる
3.3月のIJ:r-にI.Aる
』足骨l ;.)l;'jな1足1'1(1ない I ~.j );'J心JlI'Jははがラた
13 ~.!の iえ凶 土i虐ぷ;呈の只:虫り i去、:ちが ~tかれ tJ;~) 之 J I:I-i・なと七の [1~ÏI\nていむかった
: l'! ~こ話して i疋 iû..，可壬 ・干主ない
コ~:1ニ- ア- 喝 Jl当 ~f"S~~ !r~のほに与えな ，~!; !.) .;:，
のシスチム
n当::Jf:;.J ~~ :~ ~の似にお~を:!ぬる
交わうはい 以Ijに1< ..:.とはなかった
」一一
治1自の !I;m fih，:i 4・~ ~、..目、ーー.:_ .J 
1 ::J.! "'I!:!'l坦Tl I~ 
:ll :ll~* 
"ーーイ，'1'IUぺ;:~h . .! ・. ~，::. ~ ・官山叫
' にrn.il! . _・ニ¥rJ ζ-ι.t ;~'t..f':~ 
f.!L T正


























iEEZの I.F l)'I!二:1 5 人~?i~員















~守口 一、司~~， :.1 I苫子コ
ョー!J.:-守 I a I m ~ !Y2 川 ・5 Yl2 '11 工3 国1・2・3 V 2 ・~ "1 '12 咽 l Yl3 河4 工1
a富士主演 村い | 小さい 大宮い






Il=t Jうるが.I苫子のAI:gが大きかった. rてつ I軍{主家主がAJ!!し、 再lXのズヱカt存在した.エと t.l!:P専門の手伝い(rてったいたいJと呼ばれる ほl!専門の大工がほJIし .lIfiしていた.fli JIりなどのほ1I!l
と. てヱほ長尽にJo!主していたIjl合とそう カ111っていたのでるる.
でないI.J合がるった. ~;;J. に告げる ほ浬はほぼ会ilそ家主
していた.
渇M芝 潟「汁I ~各灼戸う川字刊吋れ叩g 分の芯m向の叩将似mそ引;叫た 日tこ当 ~ !J{~n l)、不の孔是正わして。|住民山羽で行ったが付突でるっと!!i mUS &íの当 :- てね I古や I~のは践を 11'行とした .
包
IEi
| 〉として木のれ印におれのし ~~ I ]{の肝畑で!"J'-ずることがる叫・ |玄引当抑制こ入っていた奴 叩乏し|.~ む.s・， ~bt、 夜:~ではなかった . 1'" -.. . -.... ---w - ，.~ . I ，';: . 
長戸 ド!室長がそれぞれ切符11''?ており ~~制に多〈のところが1柑に当$そ tI"I.~，) て告砲，3E、た判と1明箔uaりZ拍 4な<!!長が@持I'hていI3毛 l司ポミE よる ':r ~tH主文に:ニされえよかった . ることはごかったが、求道炊事喝の当 た.して沌f寺しているところらあっと.時ド品仏五ご渇筒Eぷ千両F示したhtZ少訂 正向副長ぷ Jふ五ぷー信符 が一つるり、これに月 1こニ~: 18 と 15 1!.こところでは当苫~Iによゥて ll fi してaにlZEEの当:-;:1で'lfl'lしていた.
~ニ子 &:::と16子はn:i1なっさるいそ11'い、 長，!;I s!主bfJ毛J;t!まl哩肉に8包しr.tいため、Ii!:子3!守は、 2主主とf苫子の問に.:sって豆妥な」
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ガトパリ (GK 1 )のフジラ図7・ト11 
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ブネール開発事業完工した事業と次期 5ヶ年の事業計阿図7-5-1
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